
日日田田市市災災害害廃廃棄棄物物処処理理計計画画【【概概要要版版】】  

第１部 総則 
1-1．背景及び目的 

1-2．基本的事項 

対象とする災害 想定する災害規模 建物被害棟数 

風水害等 平成 29年 7月豪雨と同規模の水害 
全壊：89棟、半壊：316棟 
床上浸水：497棟、床下浸水：993棟 

地震 崩
くえの

平山
ひらやま

－万
は

年山
ねや ま

地溝北縁断層帯地震 
〈木造〉全壊：597棟、半壊：1,006棟 
〈非木造〉全壊：43棟、半壊：14棟 

対象 災害廃棄物の種類 

災害によって発生する廃棄物 ・可燃物、可燃系混合物  ・木くず       ・畳、布団      
・不燃物、不燃系混合物  ・コンクリートがら等 ・金属くず 
・廃家電（4品目）     ・腐敗性廃棄物  
・有害廃棄物、危険物   ・廃自動車等 
・その他、適正処理が困難な廃棄物 

被災者や避難者の生活に伴う
廃棄物 

生活系ごみ、避難所ごみ、し尿 

災害廃棄物処理の実施主体 

 

対象とする廃棄物 

 

対象とする災害及び被害想定 

 



第 2部 災害廃棄物対策 
2-1．組織体制・指揮命令系統 

2-2．情報収集・連絡網 

2-3．協力・支援体制 

2-4．市民への広報 

2-5．職員への教育訓練 

基本方針1 国、県、市町村、関係事業者及び市民が責任を持って役割を果たし、一体となって災
害廃棄物の処理を行う。 

基本方針2 早期の復旧・復興を図るため、災害廃棄物の処理は可能な限り迅速に行う。 

基本方針3 災害廃棄物は、各種法令、制度に基づき適正に処理する。 

基本方針5 処理のため使用する施設については、既存の廃棄物処理施設の活用等圏域内、県内処
理を原則とするが、被災状況や災害廃棄物の発生量等災害の状況に応じ、県外への広
域処理や仮設処理施設の設置等も視野に入れ対応する。 

基本方針4 災害廃棄物の処理にあたっては、極力再資源化に努めるするとともに、中間処理によ
る減量化等を推進し、最終処分量の削減に努める。 

災害廃棄物処理の基本方針 

 



2-6．災害廃棄物処理 

 

 風風水水害害等等（（平平成成 2299年年 77月月豪豪雨雨とと同同規規模模のの水水害害））  

被害想定 
災害廃棄物 
発生量合計(t) 

種類別の災害廃棄物発生量(t) 

平成 29年 7

月豪雨と同

規模の水害 

7,560 

木くず 可燃物 畳 不燃物 金属くず 

1,126 2,835 129 3 234 

家電 4品目 タイヤ その他 土砂 
 

38 15 2 3,178 

  

 地地震震（（崩崩くえの平平山山ひらやま

－－万万
は

年年山山
ね や ま

地地溝溝北北縁縁断断層層帯帯地地震震））  

被害想定 
災害廃棄物 
発生量合計(t) 

種類別の災害廃棄物発生量(t) 

柱角材 可燃物 不燃物 コンクリートがら 金属くず 
崩平山－万年

山地溝北縁断

層帯地震 
81,205 12,424 4,385 24,361 39,385 650 

  

  

項目 

仮設トイレ設置基数 115 基 

し尿収集必要量 31 kl/日 

浄化槽汚泥収集必要量 24 kl/日 

農業集落排水収集必要量 1 kl/日 

避難所ごみ 1.8 t/日 

t

t t

災害廃棄物発生量の推計 

し尿処理・避難所ごみ 

既存施設の処理可能量・仮設処理施設 

第 2部 災害廃棄物対策 
2-1．組織体制・指揮命令系統 

2-2．情報収集・連絡網 

2-3．協力・支援体制 

2-4．市民への広報 

2-5．職員への教育訓練 

基本方針1 国、県、市町村、関係事業者及び市民が責任を持って役割を果たし、一体となって災
害廃棄物の処理を行う。 

基本方針2 早期の復旧・復興を図るため、災害廃棄物の処理は可能な限り迅速に行う。 

基本方針3 災害廃棄物は、各種法令、制度に基づき適正に処理する。 

基本方針5 処理のため使用する施設については、既存の廃棄物処理施設の活用等圏域内、県内処
理を原則とするが、被災状況や災害廃棄物の発生量等災害の状況に応じ、県外への広
域処理や仮設処理施設の設置等も視野に入れ対応する。 

基本方針4 災害廃棄物の処理にあたっては、極力再資源化に努めるするとともに、中間処理によ
る減量化等を推進し、最終処分量の削減に努める。 

災害廃棄物処理の基本方針 

 



 

  

災害 
災害廃棄物発生量（ｔ） 仮置場必要面積（ｍ２） 

可燃物 不燃物 土砂 合計 可燃物 不燃物 土砂 合計 

風水害

等 

平成 29年 7月豪雨と

同規模の水害 
4,090 292 3,178 7,560 2,045 88 435 2,568 

地震 崩
くえの

平山
ひらやま

－万
は

年山
ねやま

地溝北

縁断層帯地震 
16,809 64,396 ‐ 81,205 8,405 19,514 ‐ 27,919 

  

処理スケジュール 

仮置場 

収集運搬 

処理フロー 



環境対策・モニタリング・火災対策 

損壊家屋等の解体・撤去 

 

分別・処理・再資源化・最終処分 

 

有害廃棄物・適正処理が困難な廃棄物の対策 

 

思い出の品等 

 

災害廃棄物処理事業の進捗管理と見直し 

 

災害廃棄物に係る国の財政措置 

 

  

災害 
災害廃棄物発生量（ｔ） 仮置場必要面積（ｍ２） 

可燃物 不燃物 土砂 合計 可燃物 不燃物 土砂 合計 

風水害

等 

平成 29年 7月豪雨と

同規模の水害 
4,090 292 3,178 7,560 2,045 88 435 2,568 

地震 崩
くえの

平山
ひらやま

－万
は

年山
ねやま

地溝北

縁断層帯地震 
16,809 64,396 ‐ 81,205 8,405 19,514 ‐ 27,919 

  

処理スケジュール 

仮置場 

収集運搬 

処理フロー 








